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道
本
部
か
ら
難
波
副
執
行
委

員
長
、
柳
田
執
行
委
員
、
木
村
臨

時
執
行
委
員
、
北
海
道
労
働
金
庫

函
館
支
店
千
石
渉
外
係
長
、
全
労

済
道
南
支
店
佐
々
木
副
支
店
長

が
来
賓
と
し
て
出
席
。 

主
催
者
を
代
表
し
て
川
村
渡

島
地
方
本
部
執
行
委
員
長
が
「
闘

争
期
ご
と
に
要
求
、
交
渉
、
妥
結
、

書
面
協
約
の
取
り
組
み
。
特
に
要

求
書
を
出
す
こ
と
で
当
局
の
考

え
方
が
明
ら
か
に
な
る
。
」
な
ど

と
挨
拶
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的

な
発
言
や
組
織
内
候
補
が
立
候

補
す
る
七
飯
町
長
選
へ
の

支
援
を
求
め
た
。 

難
波
副
執
行
委
員
長
か

ら
「
産
別
自
決
か
ら
単
組

自
決
の
春
闘
に
な
っ
て
い

る
。
産
別
結
集
、
地
域
、

道
本
部
に
結
集
し
た
た
か

い
を
。
ま
た
、
給
与
制
度

の
総
合
的
に
見
直
し
の
た

た
か
い
に
も
結
集
を
」
と

挨
拶
。 

柳
田
執
行
委
員
か
ら

「
公
務
員
給
与
制
度
の
総
合
的

見
直
し
」
と
し
て
人
事
院
へ
の
要

請
書
行
動
な
ど
、
木
村
臨
時
執
行

委
員
か
ら
「
労
働
者
自
主
福
祉
活

動
」
と
し
て
共
済
・
労
金
運
動
へ

の
取
り
組
み
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

提
起
が
あ
っ
た
。 

ま
た
、
渡
島
檜
山
両
地
本
の
秋

期
闘
争
の
中
間
総
括
(案)

お
よ
び

春
闘
方
針
を
提
起
し
た
。 

参
加
し
た
各
単
組
か
ら
再
任

用
制
度
や
地
方
財
政
確
立
、
独
自

要
求
課
題
な
ど
に
取
組
の
課
題

や
春
闘
方
針
へ
の
補
強
意
見
な

ど
、
多
く
の
発
言
が
さ
れ
た
。 

な
お
、
道
本
部
春
闘
討
論
集
会

に
つ
い
て
は
１
月
10
日
・
11
日

に
開
催
さ
れ
、
檜
山
地
本
か
ら
７

単
組
総
支
部
か
ら
14
人
が
参
加

し
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
道

本
部
機
関
紙
第
２
０
８
６
号
参

照
を
。 

北
海
道
本
部
の
春
闘
方
針
に

つ
い
て
は
、
各
地
本
で
の
討
論
集

会
で
の
意
見
を
基
に
補
強
し
、
第

１
１
８
回
中
央
委
員
会
で
方
針

が
確
立
さ
れ
る
。 

１
月
18
日
開
催
の
第
３
回
単

組
総
支
部
代
表
者
会
議
で
未
選

出
の
次
の
役
が
承
認
さ
れ
た
。 

副
執
行
委
員
長 
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渡
島
檜
山
地
本
合
同
の
春
闘
討
論
集
会
を
、
１
月
25
日
、
函

館
市
内
で
開
催
し
、
檜
山
地
本
か
ら
は
７
単
組
総
支
部
か
ら
12

人
が
参
加
し
た
。 

要
求
書
提
出
で
当
局
の
姿
勢
を
明
ら
か
に 

闘
争
サ
イ
ク
ル
の
確
立
を 

～
２
０
１
４
春
季
生
活
闘
争
～ 

 
 
 

 
人事院は昨年 8 月に「給与の総合的見直し」を

報告し、地域と高齢層の公務員給与水準などの引
き下げについて検討することを表明しています。 
給与制度の見直しは、重大な労働条件の変更で

あることから、充分な交渉協議と幅広い議論の保
障を求めるため一人 7 筆を地本目標として人事院
に対して要請書行動を提起しております。 
取り組みの詳細は各単組総支部にご確認を。 

給与の総合的見直しにかかる 
要請書行動の取り組みを！ 

 


